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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　情報提供すべき所定位置に人を案内するために当該所定位置に設置される設置用送受信
機と、前記人に携帯され、前記設置用送受信機が設置されている前記所定位置の情報を確
認する確認信号を、ＦＭ波による通信で通信距離を延ばす周波数に周波数変調した質問用
搬送波で当該設置用送受信機に送信して前記所定位置の前記情報を取得し音声や映像で報
知する報知手段にて当該人に知らせる通信機能を有する携帯用送受信機とから構成され、
　前記設置用送受信機は、前記携帯用送受信機から送信されてきた前記質問用搬送波を受
信する受信部と、前記受信部で受信された前記質問用搬送波から前記確認信号を復調する
復調部と、当該設置用送受信機が設置されている前記所定位置の前記情報を記号化するた
めに、位置コードと共に前記所定位置の前記情報を示す案内コードが記憶された記憶部と
、前記復調部で復調された前記確認信号に基づき前記記憶部に記憶された前記案内コード
や前記位置コードを含む情報案内信号として出力する制御部と、前記制御部から出力され
た前記情報案内信号を、ＦＭ波による通信で通信距離を延ばす周波数に周波数変調する変
調部と、前記変調部で前記情報案内信号を周波数変調した応答用搬送波を前記携帯用送受
信機に送信する送信部と、前記受信部で受信された前記質問用搬送波の電力を直流電流に
変換して直流電源を発生させ、商用電源や電池に比べて小さな電力とすると共に動作電源
が必要な前記各部へ供給する電源部とを備え、前記商用電源や前記電池を使用することな
く軽量小型化するために、前記受信部、前記復調部、前記記憶部、前記制御部、前記変調
部、前記送信部および前記電源部がＩＣチップ化され１つの回路基板にボンディングされ
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てから樹脂封止されて成ることを特徴とする案内装置。
【請求項２】
　情報提供すべき所定位置に人を案内するために当該所定位置に設置される設置用送受信
機と、前記人に携帯され前記設置用送受信機が設置されている前記所定位置の情報を確認
する確認信号を、ＦＭ波による通信で通信距離を延ばす周波数に周波数変調した質問用搬
送波で当該設置用送受信機に送信して前記所定位置の前記情報を取得し音声や映像で報知
する報知手段にて当該人に知らせる通信機能を有する携帯用送受信機とから構成され、
　前記設置用送受信機は、前記携帯用送受信機から送信されてきた前記質問用搬送波を受
信する受信部と、前記受信部で受信された前記質問用搬送波から前記確認信号を復調する
復調部と、当該設置用送受信機が設置されている前記所定位置の前記情報を記号化するた
めに、位置コードと共に前記所定位置の前記情報を示す案内コードが記憶された記憶部と
、前記復調部で復調された前記確認信号に基づき前記記憶部に記憶された前記案内コード
や前記位置コードを含む情報案内信号として出力する制御部と、前記制御部から出力され
た前記情報案内信号を、ＦＭ波による通信で通信距離を延ばす周波数に周波数変調する変
調部と、前記変調部で前記情報案内信号を周波数変調した応答用搬送波を前記携帯用送受
信機に送信する送信部と、前記受信部で受信された前記質問用搬送波の電力を直流電流に
変換して直流電源を発生させ、商用電源や電池に比べて小さな電力とすると共に動作電源
が必要な前記各部へ供給する電源部とを備え、前記商用電源や前記電池を使用することな
く軽量小型化するために前記受信部、前記復調部、前記記憶部、前記制御部、前記変調部
、前記送信部および前記電源部がＩＣチップ化され１つの回路基板にボンディングされて
から樹脂封止されて成り、
　前記携帯用送受信機は、前記質問用搬送波を間欠送信する送信機能を有することを特徴
とする案内装置。
【請求項３】
　情報提供すべき所定位置に人を案内するために当該所定位置に設置される設置用送受信
機と、前記人に携帯され前記設置用送受信機が設置されている前記所定位置の情報を確認
する確認信号を、ＦＭ波による通信で通信距離を延ばす周波数に周波数変調した質問用搬
送波で当該設置用送受信機に送信して前記所定位置の前記情報を取得し音声や映像で報知
する報知手段にて当該人に知らせる通信機能を有する携帯用送受信機とから構成され、
　前記設置用送受信機は、前記携帯用送受信機から送信されてきた前記質問用搬送波を受
信する受信部と、前記受信部で受信された前記質問用搬送波から前記確認信号を復調する
復調部と、当該設置用送受信機が設置されている前記所定位置の前記情報を記号化するた
めに、位置コードと共に前記所定位置の前記情報を示す案内コードが記憶された記憶部と
、前記復調部で復調された前記確認信号に基づき前記記憶部に記憶された前記案内コード
や前記位置コードを含む情報案内信号として出力する制御部と、前記制御部から出力され
た前記情報案内信号を、ＦＭ波による通信で通信距離を延ばす周波数に周波数変調する変
調部と、前記変調部で前記情報案内信号を周波数変調した応答用搬送波を前記携帯用送受
信機に送信する送信部と、前記受信部で受信された前記質問用搬送波の電力を直流電流に
変換して直流電源を発生させ、商用電源や電池に比べて小さな電力とすると共に動作電源
が必要な前記各部へ供給する電源部とを備え、前記商用電源や前記電池を使用することな
く軽量小型化するために前記受信部、前記復調部、前記記憶部、前記制御部、前記変調部
、前記送信部および前記電源部がＩＣチップ化され１つの回路基板にボンディングされて
から樹脂封止されて成り、
　前記携帯用送受信機は、前記設置用送受信機から送信されてきた前記応答用搬送波を受
信して前記情報案内信号を復調後、当該情報案内信号に含まれる前記位置コードを続けて
認識した場合には当該情報案内信号を読取拒否する機能を有する読取制御回路を備えたこ
とを特徴とする案内装置。
【請求項４】
　情報提供すべき所定位置に人を案内するために当該所定位置に設置される設置用送受信
機と、前記人に携帯され前記設置用送受信機が設置されている前記所定位置の情報を確認
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する確認信号を、ＦＭ波による通信で通信距離を延ばす周波数に周波数変調した質問用搬
送波で当該設置用送受信機に送信して前記所定位置の前記情報を取得し音声や映像で報知
する報知手段にて当該人に知らせる通信機能を有する携帯用送受信機とから構成され、
　前記設置用送受信機は、前記携帯用送受信機から送信されてきた前記質問用搬送波を受
信する受信部と、前記受信部で受信された前記質問用搬送波から前記確認信号を復調する
復調部と、当該設置用送受信機が設置されている前記所定位置の前記情報を記号化するた
めに、位置コードと共に前記所定位置の前記情報を示す案内コードが記憶された記憶部と
、前記復調部で復調された前記確認信号に基づき前記記憶部に記憶された前記案内コード
や前記位置コードを含む情報案内信号として出力する制御部と、前記制御部から出力され
た前記情報案内信号を、ＦＭ波による通信で通信距離を延ばす周波数に周波数変調する変
調部と、前記変調部で前記情報案内信号を周波数変調した応答用搬送波を前記携帯用送受
信機に送信する送信部と、前記受信部で受信された前記質問用搬送波の電力を直流電流に
変換して直流電源を発生させ、商用電源や電池に比べて小さな電力とすると共に動作電源
が必要な前記各部へ供給する電源部とを備え、前記商用電源や前記電池を使用することな
く軽量小型化するために前記受信部、前記復調部、前記記憶部、前記制御部、前記変調部
、前記送信部および前記電源部がＩＣチップ化され１つの回路基板にボンディングされて
から樹脂封止されて成り、
　前記携帯用送受信機は、前記設置用送受信機から送信されてきた前記応答用搬送波を受
信して前記情報案内信号を復調後、当該情報案内信号に含まれる前記位置コードを続けて
認識した場合には当該情報案内信号を読取拒否する機能を有する読取制御回路を備え、前
記質問用搬送波を間欠送信する送信機能を有することを特徴とする案内装置。
【請求項５】
　前記設置用送受信機および前記携帯用送受信機のデータ通信で使用される周波数は１０
０～９９９MHzであることを特徴とする請求項１乃至４の何れか１項に記載の案内装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は案内装置に係り、特に無線通信により交信して、人を情報提供すべき所定位置
に案内することができる案内装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来から、視覚障害者や高齢者（以下、「視覚障害者等」とする。）のために種々の案
内装置や誘導装置が提案されている（例えば、特許文献１－４参照。）。例えば、視覚障
害者等が歩行する際に携帯させる送信機と、交差点、バス乗り場、公共施設入口等に設置
され送信機から放射される電波に基づき言葉による位置案内情報を放送するスピーカを有
する音声案内情報装置とから成るものが知られている。このシステムによれば、音声案内
情報装置が目的の場所まで誘導するので、視覚障害者等の単独歩行を補助することができ
る。
【０００３】
【特許文献１】特開平１０－２５５１９３号公報
【特許文献２】特開平８－２４６４２２号公報
【特許文献３】特開平７－２５０８６３号公報
【特許文献４】特開平９－２７０４３６号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、音声案内情報装置のスピーカは屋外で使用する場合には雑音が多いので
、音量を大きくできる構造のものでなければならず、この音量を大きくできる構造のスピ
ーカを音声案内情報装置に内蔵すると装置自体が大型化することになり、而もこのスピー
カは交差点、バス乗り場、公共施設入口等に設置されているので、周囲を通行する人を驚
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かすことにもなり、また、スピーカ同士が近接している場合には、異なる音声が重複して
聞き取りにくくなる難点があった。また、音声案内情報装置は電源として商用電源を使用
する場合には設置工事が煩雑になり、電池を使用する場合には装置自体が大型化する難点
があった。さらに、視覚障害者等自身が送信機のボタンを押して電波を飛ばさなければ音
声案内情報装置からは位置案内情報が放送されないので、誘導路や誘導ブロック等が設置
されていないと視覚障害者等は玄関、階段、交差点等が近くにあることを認識することが
できず、目的地に到達できなくなる虞があった。
【０００５】
　本発明はこのような従来の難点を解決するためになされたもので、情報提供すべき所定
位置に設置される送受信機を無電源化させると共に、情報提供を受ける人が携帯する送受
信機から音声で情報を知らせることができる案内装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明の第１の態様は、情報提供すべき所定位置に人を案内するために当該所定位置に
設置される設置用送受信機と、人に携帯され設置用送受信機が設置されている所定位置の
情報を確認する確認信号を、ＦＭ波による通信で通信距離を延ばす周波数に周波数変調し
た質問用搬送波で当該設置用送受信機に送信して所定位置の情報を取得し音声や映像で報
知する報知手段にて当該人に知らせる通信機能を有する携帯用送受信機とから構成され、
設置用送受信機は、携帯用送受信機から送信されてきた質問用搬送波を受信する受信部と
、受信部で受信された質問用搬送波から確認信号を復調する復調部と、当該設置用送受信
機が設置されている所定位置の情報を記号化するために、位置コードと共に所定位置の情
報を示す案内コードが記憶された記憶部と、復調部で復調された確認信号に基づき記憶部
に記憶された案内コードや位置コードを含む情報案内信号として出力する制御部と、制御
部から出力された情報案内信号を、ＦＭ波による通信で通信距離を延ばす周波数に周波数
変調する変調部と、変調部で情報案内信号を周波数変調した応答用搬送波を携帯用送受信
機に送信する送信部と、受信部で受信された質問用搬送波の電力を直流電流に変換して直
流電源を発生させ、商用電源や電池に比べて小さな電力とすると共に動作電源が必要な各
部へ供給する電源部とを備え、商用電源や電池を使用することなく軽量小型化するために
受信部、復調部、記憶部、制御部、変調部、送信部および電源部がＩＣチップ化され１つ
の回路基板にボンディングされてから樹脂封止されて成るものである。
【０００７】
　また、本発明の第２の態様は、情報提供すべき所定位置に人を案内するために当該所定
位置に設置される設置用送受信機と、人に携帯され設置用送受信機が設置されている所定
位置の情報を確認する確認信号を、ＦＭ波による通信で通信距離を延ばす周波数に周波数
変調した質問用搬送波で当該設置用送受信機に送信して所定位置の情報を取得し音声や映
像で報知する報知手段にて当該人に知らせる通信機能を有する携帯用送受信機とから構成
され、設置用送受信機は、携帯用送受信機から送信されてきた質問用搬送波を受信する受
信部と、受信部で受信された質問用搬送波から確認信号を復調する復調部と、当該設置用
送受信機が設置されている所定位置の情報を記号化するために、位置コードと共に所定位
置の情報を示す案内コードが記憶された記憶部と、復調部で復調された確認信号に基づき
記憶部に記憶された案内コードや位置コードを含む情報案内信号として出力する制御部と
、制御部から出力された情報案内信号を、ＦＭ波による通信で通信距離を延ばす周波数に
周波数変調する変調部と、変調部で情報案内信号を周波数変調した応答用搬送波を携帯用
送受信機に送信する送信部と、受信部で受信された質問用搬送波の電力を直流電流に変換
して直流電源を発生させ、商用電源や電池に比べて小さな電力とすると共に動作電源が必
要な各部へ供給する電源部とを備え、商用電源や電池を使用することなく軽量小型化する
ために受信部、復調部、記憶部、制御部、変調部、送信部および電源部がＩＣチップ化さ
れ１つの回路基板にボンディングされてから樹脂封止されて成り、携帯用送受信機は、質
問用搬送波を間欠送信する送信機能を有するものである。
【０００８】
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　また、本発明の第３の態様は、情報提供すべき所定位置に人を案内するために当該所定
位置に設置される設置用送受信機と、人に携帯され設置用送受信機が設置されている所定
位置の情報を確認する確認信号を、ＦＭ波による通信で通信距離を延ばす周波数に周波数
変調した質問用搬送波で当該設置用送受信機に送信して所定位置の情報を取得し音声や映
像で報知する報知手段にて当該人に知らせる通信機能を有する携帯用送受信機とから構成
され、設置用送受信機は、携帯用送受信機から送信されてきた質問用搬送波を受信する受
信部と、受信部で受信された質問用搬送波から確認信号を復調する復調部と、当該設置用
送受信機が設置されている所定位置の情報を記号化するために、位置コードと共に所定位
置の情報を示す案内コードが記憶された記憶部と、復調部で復調された確認信号に基づき
記憶部に記憶された案内コードや位置コードを含む情報案内信号として出力する制御部と
、制御部から出力された情報案内信号を、ＦＭ波による通信で通信距離を延ばす周波数に
周波数変調する変調部と、変調部で情報案内信号を周波数変調した応答用搬送波を携帯用
送受信機に送信する送信部と、受信部で受信された質問用搬送波の電力を直流電流に変換
して直流電源を発生させ、商用電源や電池に比べて小さな電力とすると共に動作電源が必
要な各部へ供給する電源部とを備え、商用電源や電池を使用することなく軽量小型化する
ために受信部、復調部、記憶部、制御部、変調部、送信部および電源部がＩＣチップ化さ
れ１つの回路基板にボンディングされてから樹脂封止されて成り、携帯用送受信機は、設
置用送受信機から送信されてきた応答用搬送波を受信して情報案内信号を復調後、当該情
報案内信号に含まれる位置コードを続けて認識した場合には当該情報案内信号を読取拒否
する機能を有する読取制御回路を備えたものである。
【０００９】
　また、本発明の第４の態様は、情報提供すべき所定位置に人を案内するために当該所定
位置に設置される設置用送受信機と、人に携帯され設置用送受信機が設置されている所定
位置の情報を確認する確認信号を、ＦＭ波による通信で通信距離を延ばす周波数に周波数
変調した質問用搬送波で当該設置用送受信機に送信して所定位置の情報を取得し音声や映
像で報知する報知手段にて当該人に知らせる通信機能を有する携帯用送受信機とから構成
され、設置用送受信機は、携帯用送受信機から送信されてきた質問用搬送波を受信する受
信部と、受信部で受信された質問用搬送波から確認信号を復調する復調部と、当該設置用
送受信機が設置されている所定位置の情報を記号化するために、位置コードと共に所定位
置の情報を示す案内コードが記憶された記憶部と、復調部で復調された確認信号に基づき
記憶部に記憶された案内コードや位置コードを含む情報案内信号として出力する制御部と
、制御部から出力された情報案内信号を、ＦＭ波による通信で通信距離を延ばす周波数に
周波数変調する変調部と、変調部で情報案内信号を周波数変調した応答用搬送波を携帯用
送受信機に送信する送信部と、受信部で受信された質問用搬送波の電力を直流電流に変換
して直流電源を発生させ、商用電源や電池に比べて小さな電力とすると共に動作電源が必
要な各部へ供給する電源部とを備え、商用電源や電池を使用することなく軽量小型化する
ために受信部、復調部、記憶部、制御部、変調部、送信部および電源部がＩＣチップ化さ
れ１つの回路基板にボンディングされてから樹脂封止されて成り、携帯用送受信機は、設
置用送受信機から送信されてきた応答用搬送波を受信して情報案内信号を復調後、当該情
報案内信号に含まれる位置コードを続けて認識した場合には当該情報案内信号を読取拒否
する機能を有する読取制御回路を備え、質問用搬送波を間欠送信する送信機能を有するも
のである。
【００１０】
　また、本発明の第５の態様は第１の態様乃至第４の態様の何れかにおいて前記設置用送
受信機および前記携帯用送受信機のデータ通信で使用される周波数は１００～９９９MHz
である。
【００１１】
　また、設置用送受信機の電源部は、商用電源に接続可能な接続手段を備えてもよい。
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【００１２】
　このような案内装置によれば、携帯用送受信機から質問用搬送波が送信されると、設置
用送受信機は受信部でその質問用搬送波を受信し、電源部で当該質問用搬送波の電力を直
流電流に変換して、動作電源が必要な各部に電源として供給する。この電源部からの電源
供給により、設置用送受信機は復調部で質問用搬送波から確認信号を復調し、制御部で確
認信号に基づき記憶部に記憶された当該設置用送受信機が設置されている所定位置の情報
を読み出して案内コードや位置コードを含む情報案内信号として変調部に出力する。変調
部で情報案内信号を周波数変調した応答用搬送波は、送信部から携帯用送受信機に送信さ
れる。携帯用送受信機は、この応答用搬送波を受信することにより所定位置の情報を取得
し、当該携帯用送受信機を携帯している人に、音声や映像にてこの所定位置の情報の内容
を知らせることができる。また、搬送波の電力を直流電流に変換して直流電源を発生させ
ているので商用電源や電池に比べて小さな電力となるが、通信距離を延ばす周波数に周波
数変調したＦＭ波によって通信しているので、ある程度まで遠くに飛ばすことができる。
また、所定位置の情報が記号化されることから、設置用送受信機から送信する情報量を少
なくすることができる。また、設置用送受信機は、ＩＣチップ化され１つの回路基板にボ
ンディングされてから樹脂封止されていることから、商用電源や電池を使用することなく
軽量小型化できるので、あらゆる所に簡単に設置することができる。また、携帯用送受信
機は、質問用搬送波を間欠送信する送信機能を有していることから、携帯用送受信機を携
帯している人は、玄関、階段、交差点や、美術館における絵画等が近くになることを誘導
路や誘導ブロック等で確認しなくとも、目的地まで到達することができる。また、携帯用
送受信機は、設置用送受信機から送信されてきた応答用搬送波を受信して情報案内信号を
復調後、当該情報案内信号に含まれる位置コードを続けて認識した場合には当該情報案内
信号を読取拒否する機能を有する読取制御回路を備えていることから、設置用送受信機が
設置されている所定位置の情報を２度読みすることを防ぐことができる。
【発明の効果】
【００１３】
　本発明の案内装置によれば、情報提供すべき所定位置に設置される設置用送受信機を無
電源化させることができるので、送受信機を小型化でき、而も設置工事が容易になる。ま
た、情報提供を受ける人が携帯する携帯用送受信機から音声や映像で情報を知らせること
ができるので、周囲を通行する人を驚かすこともなく、而も異なる音声が重複して聞き取
りにくくなることもない。また、搬送波の電力を直流電流に変換して直流電源を発生させ
ているので商用電源や電池に比べて小さな電力となるが、ＦＭ波によって交信しているの
で、ある程度まで遠くに飛ばすことができる。さらに、ＦＭ波で交信しているので、雑音
や混信が少なく正確な復調ができるので、案内装置としては好適である。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１４】
　以下、本発明の案内装置における好ましい実施の形態例について図面を参照して説明す
る。
【００１５】
　本発明の案内装置は、例えば図１に示すように、情報提供すべき所定位置に人を案内す
るために当該所定位置に設置される設置用送受信機２と、人に携帯され設置用送受信機２
が設置されている所定位置の情報を確認する確認信号Ｓ１を周波数変調した質問用搬送波
Ｃ１で当該設置用送受信機２に送信して所定位置の情報を取得し音声で報知する報知手段
にて当該人に知らせる携帯用送受信機３とから構成されている。
【００１６】
　設置用送受信機２は、携帯用送受信機３から送信されてきた質問用搬送波Ｃ１を受信す
る受信部２１と、受信部２１で受信された質問用搬送波Ｃ１から確認信号Ｓ１を復調する
復調部２２と、復調部２２で復調された確認信号Ｓ１に基づき記憶部２３に記憶された当
該設置用送受信機２が設置されている所定位置の情報を読み出して位置コード（ＩＤ番号
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）を含む情報案内信号Ｓ２として出力する制御部２４と、制御部２４から出力された情報
案内信号Ｓ２を周波数変調する変調部２５と、変調部２５で情報案内信号Ｓ２を周波数変
調した応答用搬送波Ｃ２を携帯用送受信機３に送信する送信部２６と、受信部２１で受信
された質問用搬送波Ｃ１の電力を直流電流に変換して動作電源の必要な各部に電源として
供給する電源部２７とを備えている。
【００１７】
　受信部２１は電磁波のエネルギを吸収して電気回路のエネルギに変換する受信アンテナ
を備え、送信部２６は電気回路のエネルギを電磁波のエネルギに変換して空間に放射する
送信アンテナを備えているが、１つのアンテナで送受信させることもできる。
【００１８】
　また、記憶部２３には位置コードと共に、所定位置の情報を示す案内コードと複数の言
語コードとが所定位置の情報として記憶されている。これにより、所定位置の情報が記号
化されることから、設置用送受信機２から送信する情報量を少なくすることができ、また
、複数の言語で所定位置の情報を提供できるようになる。
【００１９】
　このような設置用送受信機２は、受信部２１、復調部２２、記憶部２３、制御部２４、
変調部２５、送信部２６および電源部２７がＩＣチップ化され１つの回路基板にボンディ
ングされてから樹脂封止されて成るものである。これにより、商用電源や電池を使用する
ことなく設置用送受信機２を軽量小型化できるので、あらゆる所に簡単に設置することが
できる。
【００２０】
　一方、携帯用送受信機３は、設置用送受信機２から送信されてきた応答用搬送波Ｃ２を
受信する受信部３１と、受信部３１で受信された応答用搬送波Ｃ２から情報案内信号Ｓ２
を復調する復調部３２と、復調部３２で復調された情報案内信号Ｓ２に基づき所定位置の
情報データを出力し且つ所定位置の情報を確認する確認信号Ｓ１を出力する制御部３４と
、制御部３４から出力された所定位置の情報データを音声に変換する音声変換部３５と、
制御部３４から出力された確認信号Ｓ１を周波数変調する変調部３６と、変調部３６で確
認信号Ｓ１を周波数変調した質問用搬送波Ｃ１を設置用送受信機２に送信する送信部３７
と、動作電源が必要な各部に電源を供給する電源部３８とを備えている。
【００２１】
　受信部３１は電磁波のエネルギを吸収して電気回路のエネルギに変換する受信アンテナ
を備え、送信部３７は電気回路のエネルギを電磁波のエネルギに変換して空間に放射する
送信アンテナを備えているが、設置用送受信機２と同様に１つのアンテナで送受信させる
こともできる。
【００２２】
　制御部３４は、設置用送受信機２から送信されてきた応答用搬送波Ｃ２を受信部３１で
受信して情報案内信号Ｓ２を復調部３２で復調後、予め記憶部３３に登録されている複数
の異なる所定位置の情報データから情報案内信号Ｓ２に含まれる案内コードに合致する情
報データを選択して出力する情報制御回路３４ａを備えている。また制御部３４は、設置
用送受信機２から送信されてきた応答用搬送波Ｃ２を受信部３１で受信して情報案内信号
Ｓ２を復調部３２で復調後、情報案内信号Ｓ２に含まれる複数の言語コードから予め記憶
部３３に登録されている言語コードを選択して出力する言語制御回路３４ｂを備えている
。なお、記憶部３３に登録される言語コードは、ディップスイッチ等や音声によって言語
を切換えられる言語切換部３９によって切換えることができる。さらに、制御部３４は、
設置用送受信機２から送信されてきた応答用搬送波Ｃ２を受信部３１で受信して情報案内
信号Ｓ２を復調部３２で復調後、当該情報案内信号Ｓ２に含まれる位置コードを続けて認
識した場合には、当該情報案内信号Ｓ２を読取拒否する機能を有する読取制御回路３４ｃ
を備えている。これにより、設置用送受信機２が設置されている所定位置の情報を２度読
みすることを防ぐことができる。
【００２３】
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　音声変換部３５は、情報制御回路３４ａから出力された情報データに基づく音声信号を
スピーカに出力する情報音声変換回路３５ａを備えている。
【００２４】
　また、携帯用送受信機３は、質問用搬送波Ｃ１を間欠送信する送信機能を有している。
これにより、携帯用送受信機３から質問用搬送波Ｃ１が間欠送信されるので、携帯用送受
信機３を携帯している人は、玄関、階段、交差点や、美術館における絵画等が近くにある
ことを誘導路や誘導ブロック等で確認しなくとも、目的地まで到達することができる。
【００２５】
　なお、この携帯用送受信機３の電源部３８は、携帯しなければならないので、一次電池
や二次電池が用いられる。また、このような携帯用送受信機は、上記したような通信機能
のみを有するものに限定されず、例えば携帯電話、トランシーバー、携帯ラジオ、携帯テ
レビなどの電波を通信手段とした携帯端末に、この通信機能を付加させたものでもよく、
この場合、携帯電話、携帯テレビなどの報知手段は、音声のみだけではなく映像機能を付
加したり、あるいは映像のみで報知したりすることができる。なお、上述した携帯用送受
信機３においても、音声のみだけではなく映像機能を付加したり、あるいは映像のみで報
知したりしてもよい。
【００２６】
　このように構成された案内装置１の設置用送受信機２は、搬送波の電力を直流電流に変
換して直流電源を発生させているので商用電源や電池に比べて小さな電力となるが、ＦＭ
波によって通信しているので、ある程度まで遠くに飛ばすことができる。また、設置用送
受信機２および携帯用送受信機３のデータ通信で使用される周波数を３０～９９９MHzに
することによりＦＭ波をある程度遠くに飛ばすことができ、好ましくは１００～９９９MH
zにすることによりＦＭ波をより遠く（６ｍ前後）に飛ばすことができるようになる。特
に周波数を３２２MHzにすれば、我国（日本国）の無線局の免許を受けずに通信距離を延
ばすことが可能になる。なお、この周波数を４２２MHzにすれば、海外の無線局の免許を
受けずに通信距離を延ばすことが可能になる。なお、このデータ通信においては、通信内
容に応じて様々なデータ伝送方式、例えば誤り制御方式やスペクトラム拡散通信方式等を
用いることができる。
【００２７】
　次に、この案内装置１の動作について、図２に示すフローチャートを用いて説明する。
なお、設置用送受信機２は階段Ｓt（図３）、バス停留所ＢＳ（図４）、信号機Ｓ（図５
）、トイレのドアＴ（図６）、郵便ポストＰ（図７）等に設置されているものとし、設置
用送受信機２の記憶部２３には、例えば、日本語（コード２００）、英語（コード２０１
）、ドイツ語（コード２０２）、フランス語（コード２０３）、中国語（コード２０４）
等の言語コードと、「階段があります（コードＡ００）」の案内コードと、「歩道橋です
」という文字情報とが記憶されているものとする。また、携帯用送受信機３の記憶部３３
には、案内コードに対応した、例えば、コードＡ００の情報データ「階段があります」、
コードＡ０１の情報データ「券売機があります」、コードＡ０２の情報データ「東京方面
山の手線です」、コードＡ０３の情報データ「郵便ポストあります」、コードＡ０４の情
報データ「トイレあります」が登録され、言語切換部３９によって言語コードがコード２
００に選択されているものとする。
【００２８】
　このような状況において、携帯用送受信機３を携帯した人が、階段Ｓtに設置された設
置用送受信機２が受信可能な位置まで来ると、携帯用送受信機３から質問用搬送波Ｃ１が
間欠送信されているので（ステップ１０１）、設置用送受信機２の受信部２１はこの質問
用搬送波Ｃ１を受信する（ステップ２０１）。受信部２１で受信された質問用搬送波Ｃ１
の電力は、電源発生回路を備えた電源部２７で直流電流に変換され動作電源の必要な各部
に電源として供給される。なお、通信時間は電源部２７の時定数により定まる。電源が供
給された復調部２２は質問用搬送波Ｃ１から確認信号Ｓ１を復調し、制御部２４に出力す
る。制御部２４は、復調部２２で復調された確認信号Ｓ１に基づき記憶部２３に記憶され
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た位置コードと共に、言語コード２００、２０１、２０２、２０３、２０４、・・・と、
案内コードＡ００と、「歩道橋です」という文字情報とを読み出して、情報案内信号Ｓ２
として変調部２５へ出力する（ステップ２０２）。変調部２５はこの情報案内信号Ｓ２を
周波数変調した応答用搬送波Ｃ２を送信部２６へ出力するので、送信部２６は応答用搬送
波Ｃ２を携帯用送受信機３に送信する（ステップ２０３）。
【００２９】
　設置用送受信機２から送信された応答用搬送波Ｃ２を、携帯用送受信機３の受信部３１
で受信し（ステップ１０２）、復調部３２で応答用搬送波Ｃ２から情報案内信号Ｓ２を復
調して制御部３４へ出力する。制御部３４は、情報案内信号Ｓ２に含まれる位置コードを
確認するが（ステップ１０３）、この同じ位置コードを続けて認識した場合には読取制御
回路３４ｃによって情報案内信号Ｓ２を読取拒否する（ステップ１０４）。読取制御回路
３４ｃで位置コードを確認後、言語制御回路３４ｂによって情報案内信号Ｓ２に含まれる
言語コード２００、２０１、２０２、２０３、２０４、・・・から、予め記憶部３３に登
録されている言語コード２００を選択して出力し（ステップ１０５）、且つ情報制御回路
３４ａによって予め記憶部３３に登録されている情報データＡ００、Ａ０１、Ａ０２、Ａ
０３、Ａ０４から情報案内信号Ｓ２に含まれる案内コードＡ００に合致する情報データ「
階段があります」を選択して出力する（ステップ１０６）。なお、情報案内信号Ｓ２に案
内コードが含まれていない場合には、案内コードの選択は行わず、文字情報だけを出力す
る。
【００３０】
　このようにして、言語コード２００と、情報データ「階段があります」とが選択される
と、制御部３４は言語コード２００および情報データ「階段があります」と共に「歩道橋
です」という文字情報を音声変換部３５ａに出力する（ステップ１０７）。音声変換部３
５は、情報音声変換回路３５ａにより、選択された言語コード２００に対応する日本語で
、「階段があります」、「歩道橋です」の音声信号に変換してスピ－カに出力する（ステ
ップ１０８、１０９）。これにより、人が携帯している携帯用送受信機３から、「階段が
あります」、「歩道橋です」という音声情報を提供できるようになる。
【００３１】
　また、この案内装置１は、携帯用送受信機３を携帯した人が、バス停留所ＢＳ、信号機
Ｓ、トイレのドアＴあるいは郵便ポストＰに設置された設置用送受信機２が受信可能な位
置まで来ると、携帯用送受信機３から、各設置個所に応じた音声情報を出力させることが
できる。したがって、１つの携帯用送受信機３から、各設置個所に応じた音声情報を出力
させることができるので、盲人用、高齢者用、心身耗弱者用、駅案内用、水族館案内用、
映画館案内用あるいは各場所の非常案内用として用いることができる。
【００３２】
　なお、上述した本発明の実施の形態例においては、案内装置を構成する設置用送受信機
の電源部に商用電源に接続可能な接続手段を備えてもよい。このような接続手段としては
、端子、コネクタ等が好適である。これにより、無線通信するデータ量に応じて商用電源
に接続することができるので、消費電力が多くなるデータ容量の多い無線通信にも対応で
きるようになる。
【図面の簡単な説明】
【００３３】
【図１】本発明の案内装置における好ましい実施の形態例を示すブロック図。
【図２】本発明の案内装置の動作を示すフローチャート図。
【図３】本発明の案内装置の設置用送受信機を階段に設置した場合の通信状態を示す説明
図。
【図４】本発明の案内装置の設置用送受信機をバス停留所に設置した場合の通信状態を示
す説明図。
【図５】本発明の案内装置の設置用送受信機を信号機に設置した場合の通信状態を示す説
明図。
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【図６】本発明の案内装置の設置用送受信機をトイレのドアに設置した場合の通信状態を
示す説明図。
【図７】本発明の案内装置の設置用送受信機を郵便ポストに設置した場合の通信状態を示
す説明図。
【符号の説明】
【００３４】
　１……案内装置
　２……設置用送受信機
　　２１……受信部
　　２２……復調部
　　２３……記憶部
　　２４……制御部
　　２５……変調部
　　２６……送信部
　　２７……電源部
　３……携帯用送受信機
　　３４ａ……情報制御回路
　　３４ｂ……言語制御回路
　　３４ｃ……読取制御回路
　　３５ａ……情報音声変換回路
　Ｓ１……確認信号
　Ｓ２……情報案内信号
　Ｃ１……質問用搬送波
　Ｃ２……応答用搬送波
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